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く利用されている。C57BL/6 マウスは 1930 年
代に育成され、1940 年代後半に C57BL/6J と




















 C57BL/6 系統は、1921 年に C.C. Little 博士
が A.E. Lathrop 女史のコロニーから入手した
♀57 と♂52 の交配ペアより樹立された C57BL
ラインを由来としている。C57BL ラインは、
1937 年より早い時期に 2 つのサブラインに分






もつ（Festing 1979; Festing 1996）。その後、ジ
ャクソン研究所の C57BL/6J と NIH の
C57BL/6N 系統が C57BL/6 マウスの中核的な
系統となり、それらを由来とするざまざまな
亜系統が育成されてきた（Altman and Kats 
1979; Bailey 1978）。現在、国内外で入手可能
な C57BL/6 亜系統をみると、国内ブリーダー




グループ）ないし NIH の C57BL/6N 系統の派
生系統（N グループ）である（表 1）。 
 
表 1 日本および海外の主な C57BL/6 亜系統 
 
 










C57BL/6J Jackson Laboratory C57BL/6JMs 国立遺伝学研究所







































































C57BL/6JJcl および C57BL/6JJmsSlc 系統で欠
損を確認）（Freedman et al. 2006; Huang et al. 








表 2 C57BL/6 亜系統間で見られる表現型の違い 

















（Grupe et al. 2001; Petkov et al. 2004; Tsang et 
al. 2005; Wada et al. 2002; Wiltshire et al. 2003; 
Zhang et al. 2005）。筆者らは、C57BL/6J 系統
を含む 10 種類の近交系マウスの SNP 情報を
もとに構築されたイルミナ社の SNP アレイ


















（C57BL/6J に対し DBA/2、C3H/HeJ および
MSM/Ms 系統の SNP 多型が検出可能）
（ http://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mapping.html ）
（Wakana et al. 2009）を利用してジャクソン研
究所の C57BL/6J 系統特異的な SNPs の探索を
行い、45 個の C57BL/6J 系統特異的な SNPs を
同定した（Mekada et al. 2009; 2010）。次に、こ
れらの SNP 遺伝子座に対して 8 種類の J グル
ープの亜系統の遺伝子型を検査したところ、
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オープンフィールド Bothe et al. 2005
恐怖反応 Radulovic et al. 1998; Stieldl et al. 1999; Siegmund et al. 
2005
プレパルス抑制 Grottick et al. 2005
認知能力 Clapcote and Roder 2004
尾懸垂試験 Mayorga and Lucki 2001
耐糖能 Freedman et al. 2006; Huang et al. 2006; Toye et al.
2005
アルコール依存 Khisti et al. 2006
アルコール・スペクトラム障害 Green et al. 2007
薬剤耐性：
ミダゾラム/ケタミン/トリブロモエタノール
Roth et al. 2002
薬剤耐性：1,2-ジメチルヒドラジン Diwan and Blackman 1980
薬剤耐性：コカイン Kumar et al. 2013
αシヌクレイン合成 Specht and Schoepfer 2001
網膜変性
症





























になった（Keane et al. 2011; Yalcin et al. 2011）。
そこで次に、筆者は、これらのゲノム情報を
利用して、C57BL/6N 亜系統特異的な SNPs の













































る遺伝子が 2 系統の間に 50 個ほど存在してい
ることが示されている（Simon et al. 2013）。ま
た、筆者が調査した C57BL/6N 亜系統グルー



















用されきた（ International Mouse Knockout 
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